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【削減状況の自己評価】
基準年度である平成２６年度に対し、平成２７年度は－１３．２％と減少した。この要因は①平成２
７年7月より備前市内を通過した大阪ガスの都市ガスを弊社に導入し、従来のＬＰＧから置換したこ
とによるもの②主要取引先である鉄鋼業の減産に伴う耐火物減産によるエネルギー使用量の減少　　
によることが大である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、電力についても使用量及び使
用原単位が減少したこととともに、中国電力殿の排出係数が平成２６年度０．０００７１９から平成
２７年度０．０００７１９となり、－１．８％減少したことでのＣＯ２削減効果が表れている。
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黒崎播磨株式会社
806-8586

北九州市八幡西区東浜町１番１号

業種名：窯業・土石製品製造業

鉄鋼向け耐火物(定形・不定形)の製造、電子部品向けセラミックの製造販売

工場等の名称 所　　在　　地
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① 備前工場
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① 備前工場

CO2/( CO2/( CO2/(



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

その他

その他

県内で
の取組

　 無

＜環境管理委員会＞：環境管理委員長（備前転炉工場長）⇒工場事務局（安全環境防災部シニアマ
ネージャー）を中心に、５環境グループリーダー［生産３工場環境委員（各工場マネージャー）、２
事務所（各マネージャー）］にて構成し、各グループが事業年度初めに設定する環境改善計画にて定
められた目標値（電力・エネルギー使用原単位低減、環境に配慮した技術開発推進、産業廃棄物発生
量低減、コピー用紙使用量削減など）について毎月フォローしながら、目標達成に向けたそれぞれの
グループの環境改善活動を推進している。その活動進捗状況については本社安全環境防災部（北九州
市）へ全工場・全部署から改善活動実績を毎月報告し、全社に周知させている。

　 無
県内で
の取組

【推進体制】

備前工場 （平成２７年度実施分）
①焼成炉、加熱炉等の燃料を従来のＬＰＧ、ＬＮＧから７月以降一部の焼成
炉を除き大阪ガスの都市ガスに転換。②生産設備に省エネタイプ導入推進③
照明器具を順次ＬＥＤ化推進④生産歩留まり向上により産業廃棄物発生量を
削減⑤業務の効率化による残業時間の削減を行い、工場・事務所の冷暖房電
力使用量削減　などについて取り組んだ。

（今後実施予定分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　燃料の都市ガスへの転換は終了。平成２７年度に取り組んだ内
容については継続して推進して行く。また切断加工が必要な煉瓦について、
最小限の加工ロスとなるよう煉瓦形状の検討を行い、産業廃棄物の発生を抑
制する。

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

　 無

　 無


